家庭Ｂ
第３題材指導計画「災害時に役立つ防災ポーチをつくろう」（全１０時間）
	時
	ね　ら　い
	学　　習　　活　　動
	評価規準，指導，援助

	1 生活をより豊かにするには
	防災ポーチに入れて日ごろ持ち歩くとよい小物を考える活動を通して，災害時の状況を想定し，自分の生活に合わせた備えをすることの大切さに気付き，防災ポーチ製作の意欲を高めることができる。
	○災害時に必要なものについて，調べてきたことを交流する。
・ミニライトや絆創膏があるといいかな。

◯教師の見本を見て，災害時にどのように使用するか想像を膨らませる。
◯事前に考えた小物とそれを入れる理由から，それぞれの小物を４つの視点（１家族　２健康　３安全　４感染症予防）に分類する。
・分類をしてみると，私は健康という視点を重視していることがわかったな。

・みんなはどんなことを大切にしたのかな。自分が選んだ小物は本当に災害時に役立つ小物かな。

◯全体交流を通して，仲間の考えを聞くことで，自身の考えを見直す。

・○○さんは，感染症予防の視点から，マスクを入れると言っていたな。感染症予防については，全く考えていなかったな。わたしも感染症予防は大切にしたいと思うからマスクを入れたいな。製作の見通しをもつ。


	・事前に災害時に必要な小物について，考えてくる。
・教師の願いのつまった見本を用意し，イメージをもちやすくする。
・本体やポケットに入れる物の再調査をし，次回その物を持ってくるよう伝えておく（似たような大きさのものでも可）。
【健康・快適・安全】
≪思考・判断・表現≫
防災ポーチ製作への意欲と見通しをもち，課題を解決する力を身に付けている。

	2 　防災ポーチ計画
	目的に合わせて出し入れしやすく，便利な防災ポーチにするために，ゆとりを理解し，ポケットの幅や深さを決定することができる。
	○本体やポケットに入れる物や願いを確認する。　
・普段使いもするティッシュは外ポケットに入れたい。
・家族の連絡先が書いたメモは，落としてはいけないので，内ポケットに入れたい。

◯入れる物を布で包んでみる。
◯ポケットのゆとりや深さついて考え，ポケットの大きさを決定する。
・取り出しやすくするためには，ある程度ゆとりを考えて，大きく作る必要があるな。

・必要な物を入れるにはこの深さにしたい。

○作りたいポケットの幅や深さを考え，しるしつけをする。
・縫い代の分量が必要だな。
　
	・ポケットの幅や深さに関する見本を用意する。
・実際の布で持ってきたものを包みながら，考えられるようにする。
・縫い代の分量を示しておく。
【健康・快適・安全】

≪思考・判断・表現≫

防災ポーチ製作に向けて，課題を設定し，中に入れるものやそのポケットの深さや幅などを工夫し，課題を解決する力を身に付けている。

	3 裁断・ポケットづくり
	使いやすい防災ポーチのポケットの工夫を考える活動を通して，使用目的に合わせて入れるものの大きさを考え，ポケットの配置や幅・深さを決め，しるしをつけたものを裁断し，ポケットを丈夫に縫うことができる。

	○前時にしるしをつけたポケットの大きさが適切か再度確認する。
・入れるものを布で包んで確かめてみる。

○前時にしるしをつけた布を裁断する。
・裁ちばさみを正しくつかって，まっすぐ裁断しよう。
・しるしを間違えないように裁断しよう。
○ポケット口が破れないように丈夫に縫う。
・ミシンを使って丈夫に縫おう。
・端は必ず返し縫いをしよう。
　　
○ポケットが破れないように丈夫に縫うことができたか振り返りを記入する。


	・授業が始まるまでに必要な物の準備をさせておく。

・ポケット口は，ミシン縫いをする。

・ミシンの操作手順書を準備する。
・しるしからズレてしまわないように，布を持ち上げて裁断しないように説明する。
【健康・快適・安全】
≪知識・技能≫

自分の願いを表した製作計画に従って，適切な縫い方で丈夫に縫うことが適切にできる。

	④⑤⑥　本体作り（ポケットつけ）
	自分の願いを表わした製作計画に従って，ポケットの幅や深さを考えながら適切な縫い方で丈夫にポケットを縫うことができる。
	○自分が作りたい防災ポーチの願いや工夫を確認する。

◯「丈夫さ」「使いやすさ」はどう表現できるか考える。

・本体もすべてミシン縫いするとよい。
・布がズレないようにしるしに合わせ，まち針を打って計画通り直線縫いできると良い。
・ポケットの側面は力のかかるところだから，しっかりと返し縫いをするとよい。
◯本体にポケットを縫い付ける。
・外ポケットと内ポケットの側面は交互に縫わないといけないから，気をつけよう。
・まち針を一緒に縫わないようにしよう。
・丈夫にするために端の部分を返し縫いしよう。


	・授業が始まるまでに必要な物の準備をさせておく。
・ミシンの操作手順書を準備する。

・机上は安全に作業ができるように必要のないものは片づけさせる。
【健康・快適・安全】
≪知識・技能≫

ポケットや付属品の取り付けを，適切な場所に取り付けることが適切にできる。

	⑦⑧⑨　本体作り（仕上げ）
	自分の願いを表した製作計画に従って，しるしに合わせて，ていねいに本体を直線縫いで縫い合わせたり，全体にアイロンをかけたりして，作品を仕上げることができる。
	○前時までの学習の確認と本時の工程を確認し，見通しをもつ。


◯本時の作業の内容を確認する。
◯ペアで確認しながら製作する。

・まち針は，できあがり線に対して直角に，教科書の番号順に刺そう。
・ミシン縫いは，しるしに合わせて両手を布に添えよう。まっすぐ縫う自信がない時は，しつけ糸で軽く縫っておこう。
・アイロンがけは，やけどに気をつけて，細かいところはアイロンの先の部分を使ってかけよう。
◯本時の作業を振り返る。

	・授業が始まる前に，ミシンとアイロンの準備をさせておく。
・できあがった作品を持ち帰り，実際に使用してみることで評価・改善につなげる。

【健康・快適・安全】
≪知識・技能≫

仕上げの直線縫いやアイロンがけを，用具を安全に使い適切にできる。

	⑩実践発表会
	作品の評価・改善について話し合うことを通して，より豊かで安全・安心・快適な生活空間をつくりだすには，生活を見つめ工夫し，改善していくことが大切であることに気付き，今後の自分の生活に取り入れて実践しようとすることができる。
	○作品に込めた願いや工夫，使用した評価・改善点などをまとめる。


◯完成した作品をもとに，交流する。

・Ａさんの作品は，マスクや消毒液など，衛生面を配慮したものが入っていて，災害時のことをリアルに想定できていて，とてもいいなと思った。
・Ｂさんの作品は，普段も使いそうなティシュが外ポケットについていて，日常の使いやすいさを考えたものでいいなと思った。
・Ｃさんの作品は，祖父母の連絡先まで書いてあって，家族の安全を気にしていてとてもいいなと思った。
○本時を振り返り，今後の実践を考える。

	・仲間の作品のよさを視点に基づいて認めることで，自信につなげられるようにする。

【健康・快適・安全】
【持続可能な社会の構築】

≪思考・判断・表現≫

より豊かな生活をつくり出すために，工夫改善し，課題を解決する力を身に付けている。


どんなことを大切にして，防災ポーチに入れる小物を選ぶとよいだろう。





私は始め，防災ポーチに入れる物を選ぶとき，なんとなく必要そうなものを選んでいました。今日，授業をして仲間の意見を聞いてみると，自分の生活や体の調子などを考えて，それに合ったものを選ぶことが大切なことに気付きました。よく考えてみると，私の両親は共働きで家をあけることが多いし，わたしも塾に行って家にいないことも多いので，家族の連絡先を書いたメモは入れておいた方がいいなと思いました。今日は，中に何を入れるかしっかり考えることができたので，役立つ防災ポーチを作って実際に使っていきたいです。





防災ポーチを使いやすくするためには，ポケットの幅や深さはどうすればよいだろう。





使いやすい防災ポーチにするには，入れる物の大きさ＋ゆとりが必要なことを知り，ゆとりや縫い代を考えてしるしつけを行うことができた。





防災ポーチ使いやすくするためにポケットを丈夫にするには，どのような縫い方で縫うとよいだろう。





裁ちばさみやアイロンなど危険な物を扱ったが，正しく安全に使うことができた。ポケット口は，力のかかるところなので，丈夫に縫うために返し縫いをした。また，手縫いではなくミシン縫いをすることで，かなり丈夫さが増すことも分かった。丈夫に縫うことで，長く使えるものができる。災害はいつおこるか分からないので，長く使える丈夫なポーチをつくることを今後に意識していきたい。





丈夫で使いやすい防災ポーチにするには，どのように本体を縫うとよいだろう。








　本体にポケットを縫い付けるときにズレてしまわないようにまち針を正しく打つことができた。丈夫さにこだわって，縫い始めと終わりは必ず返し縫いをすることができたのでよかった。また，外ポケットと内ポケットの側面は，交互に縫わないといけないのは，難しかったが，防災ポーチの形のしくみを知ることができてよかった。





丈夫で使いやすい防災ポーチに仕上げよう。





防災ポーチが完成した。最後まで安全に気を付け丁寧に製作する事ができてよかった。自分の願いが形になって嬉しい。災害時に使用することができるよう，持ち歩いて常に災害時を意識して生活することで，必要な中身についてもその時々に応じて考えていきたい。





より豊かで安全・安心・快適な生活空間をつくりだすにはどうしたらいいだろう。





　防災ポーチ製作を通して，自然災害の備えの大切さについて，改めて考えることができてよかった。実際使ってみると，使いにくい部分もあったので，工夫改善が必要だと思いました。


　私は学習を通して，生活をより豊かにしていくためには，生活から問題を見つけ，自分で工夫し変えていこうとすることが大切だとわかった。今まで学習した知識や技能をつかって，これからも自分でより豊かな生活をつくっていけるようにしたい。











